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住
み
続
け
た
い
町
　
雄
武
町
を
め
ざ
し
て

雄
武
町
議
会
議
長
　
橋
詰
　
啓
史

人
口
減
少
危
機
を
総
力
で
打
開
す
る
ま
ち
づ
く
り

雄
武
町
長
　
中
川
原
　
秀
樹

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
が
す

が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
町
政
に
対
し
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
の
政
治
、

経
済
で
は
第
３
次
安
倍
再
改
造
内
閣
が
発
足
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
加
速
に
よ
り
国
内
景
気
は
都

市
部
を
中
心
に
緩
や
か
に
回
復
基
調
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
国
会
で
は
消
費
税
増
税
の
延
期
、

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
承
認
案

お
よ
び
関
連
法
案
の
成
立
な
ど
が
あ
り
、
今
後

も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
８
月
に
開
催
さ
れ
、
日
本
の
獲
得
メ
ダ
ル
数
が

前
回
ロ
ン
ド
ン
大
会
を
上
回
っ
た
こ
と
で
国
民
は

大
い
に
歓
喜
し
、
ま
た
、
10
月
に
は
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
日
本
一
を
達
成
し
た
こ
と

で
道
民
は
大
い
に
歓
喜
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
４
月
に
は
熊
本
県
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７・３
の
地
震
が
発
生
し
、
直
接
・
関
連
死

合
計
で
１
３
１
人
が
死
亡
、
２
３
３
７
人
が
ケ

ガ
を
負
い
、
８
月
に
は
台
風
10
号
が
東
北
地
方

に
直
接
上
陸
し
、
岩
手
県
や
北
海
道
で
河
川
氾

濫
や
堤
防
決
壊
の
影
響
に
よ
り
死
者
が
出
た
ほ

か
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
３
県
の
約
20
万
世
帯

47
万
人
に
避
難
指
示
も
し
く
は
勧
告
が
出
さ
れ
、

東
北
６
県
で
約
８
万
３
千
戸
、
北
海
道
で
約

７
万
５
千
戸
が
停
電
す
る
災
害
も
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
８
月
の
３
個
の

台
風
の
影
響
に
よ
り
、
人
的
被
害
な
ど
の
大
き

な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
流
木
に
よ
る
漁

業
被
害
を
始
め
、
農
業
や
林
業
、
さ
ら
に
は
道

路
な
ど
の
公
共
施
設
で
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
の
防
災
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
内
産
業
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
農
業
に
お

い
て
、
牧
草
は
９
月
ま
で
の
気
温
や
日
照
時
間

は
平
年
並
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、
降
雨
量
は
平

年
と
比
較
す
る
と
６
割
ほ
ど
多
く
、
こ
の
影
響

を
受
け
平
年
と
比
べ
て
減
収
と
な
り
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
も
春
先
に
順
調
な
生
育
が
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
牧
草
と
同
様
に
降
雨
の
影
響
を
受
け
、

平
年
と
比
べ
て
減
収
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
生
乳
に
つ
い
て
は
搾
乳
農
家
戸
数
は
近

年
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
規
模
拡
大
の

効
果
も
あ
っ
て
過
去
最
高
の
生
産
額
を
記
録
し

た
一
昨
年
よ
り
も
若
干
上
回
る
生
産
額
・
生
産

量
で
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
他
方
、
漁

業
で
は
、
昨
年
の
全
道
の
漁
獲
量
が
昭
和
33
年

の
統
計
開
始
以
来
で
最
低
と
な
り
、
本
町
に
お

い
て
も
、
サ
ケ
な
ど
の
水
揚
げ
が
低
調
に
推
移

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
平
成
26
年
の
爆
弾
低

気
圧
の
影
響
に
よ
り
、
一
昨
年
か
ら
ホ
タ
テ
貝

が
大
幅
な
減
産
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ホ
タ
テ
漁
場
の
回
復
を
目
的
と
し
た
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業
に
対
し
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
関
連
す
る
水
産
加
工
業

に
お
い
て
は
、
ホ
タ
テ
貝
原
料
だ
け
で
な
く
、

サ
ケ
や
イ
カ
な
ど
の
大
幅
な
減
少
に
加
え
て
漁

獲
物
全
般
の
高
騰
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
影
響
は
今
年
も
続
く
も
の
と
推
測
で

き
ま
す
が
、
町
と
し
ま
し
て

は
、
多
く
の
町
民
の
雇
用

を
支
え
て
い
る
水
産
加

工
業
者
に
対
し
て
支
援

を
し
て
お
り
、
今
後
、

ホ
タ
テ
貝
の
漁
獲
量
が

回
復
し
、
安
定
的
な
原

料
確
保
に
よ
り
早
期
の
経

営
安
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
雄
武
町
で
は
、
町
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
総
合
計
画
の
う
ち
、
後
期
基
本
計
画
も
最

終
年
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
総
合
計

画
に
基
づ
い
た
計
画
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め

る
と
と
も
に
町
民
の
生
の
声
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
の
町
政
運
営
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
郷
土
愛

に
燃
え
、
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
る
た
め
、
２
期
目
の
政
策
理
念
で
あ
り
ま
す

「
人
口
減
少
危
機
を
総
力
で
打
開
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
お
い
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
地
域
産
業

の
成
長
に
よ
る
所
得
向
上
と
雇
用
創
出
」「
出
産・

子
育
て
と
高
齢
者
の
夢
を
か
な
え
る
大
胆
な
経

済
支
援
」「
観
光
と
文
化
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
づ
く
り
」
の
３
つ
の
重
要
政
策
を
具
現
化
す

る
た
め
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
具
体
的
施
策

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
町

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、日
頃
よ
り
町
議
会
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
問
う
国
民
投

票
で
離
脱
派
が
勝
利
し
、
今
後
の
離
脱
交
渉
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
シ
リ
ア
な
ど
の

中
東
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
欧
州
へ
の
難
民
問
題
が

伝
え
ら
れ
る
な
か
、
欧
州
各
地
で
テ
ロ
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
Ｉ

Ｓ
が
関
与
し
た
と
み
ら
れ
る
日
本
人
7
人
を
含

む
20
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
テ
ロ
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
の
米
国
大
統
領
選
挙

で
は
世
界
中
の
予
想
を
覆
し
、
共
和
党
の
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
世
界
の
状
況
を
見
る
時
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の

発
効
の
行
方
の
み
な
ら
ず
、
外
交
・
貿
易
・
安

全
保
障
の
面
で
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
流
れ
を

感
じ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
災
害
の
猛
威
に
幾

度
も
遭
遇
し
た
一
年
で
し
た
。
4
月
に
は
九
州

地
方
初
と
い
う
震
度
７
の
熊
本
地
震
に
よ
り
、

多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
台
風
被
害
も
相
次
ぎ
、
8
月
に
は
台
風
が
7

号
、
11
号
、
9
号
と
観
測
史
上
初
め
て
連
続
し

て
北
海
道
を
通
過
し
、
道
内
各
地
に
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
程
大
き
な
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
雄
武
町
で
生
活
す

る
た
め
に
は
、
自
然
の
猛
威
に
対
し
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
両
面
の
強
い
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。

　
町
の
産
業
で
は
、
水
産
業
が
ホ
タ
テ
の
漁
獲

量
は
約
５
千
３
百
ト
ン
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

秋
鮭
も
前
年
比
５
割
減
の
記
録
的
な
不
漁
で
、

町
内
の
水
産
加
工
業
界
は
２
年
連
続
で
深
刻
な

原
料
不
足
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
町
で
は
２
年
目
も
前
年
同
様
の
支
援
策
を

実
施
し
、一
定
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
業
で
は
、
乳
価
の
安
定
と
個
体
価
格

の
高
水
準
が
続
き
、
牧
草
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
生

産
量
は
天
候
不
順
の
影
響
に
よ
り
減
少
し
ま
し

た
が
、
比
較
的
に
安
定
経
営
が
継
続
し
て
い
る

事
は
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
す
。

　
本
年
は
、
国
に
よ
り
「
国
営
緊
急
農
地
再
編

整
備
事
業　
雄
武
丘
陵
地
区
」
が
着
工
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
地
の
大
区
画
化
等
の

基
盤
整
備
を
実
施
し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
・

発
生
防
止
と
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

に
よ
る
優
良
農
地
の
確
保
を
図
り
、
今
後
の
酪

農
経
営
に
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
強
化
を
目
指
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
経
営
の
安
定
と
大

規
模
化
の
た
め
、
複
数
の
農
業
法
人
が
設
立
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
か
ら
施
行
し
て
い
る
新
規
設

立
の
農
業
法
人
に
対
し
て
町
独
自
の
支
援
施
策

は
、
こ
れ
か
ら
も
新
規
農
業
法
人
設
立
の
大
き

な
力
に
な
っ
て
行
く
も
の
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
雄
武
町
の
大
区
画
し
た
優

れ
た
広
大
な
農
地
を
生
か
し
、
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
も
研
究
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
さ
ら
に
町
の
農
業
で
の
可
能
性

が
広
が
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
現
在
暮
ら
し
て
い
る
雄
武
町
は
、

長
い
年
月
に
わ
た
り
多
く
の
先
人
の
方
々
が

貴
い
努
力
を
積
み
重
ね
た
結
果
と
し
て
、
商
工

業
・
漁
業
・
農
業
・
林
業
が
、
町
を
力
強
く

豊
か
に
し
て
き
た
大
切
な“
ふ
る
さ
と
”で
す
。

次
の
雄
武
町
を
担
っ
て
い
た
だ
く
若
い
人
々

に
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
雄
武
町
を
、
深

い
愛
情
と
強
い
思
い
を
込
め
て
引
き
渡
す
事

が
私
た
ち
の
仕
事
と
信
じ
て
、
若
い
人
も
高

齢
の
方
も
住
み
続
け
た
い
町
づ
く
り
に
、
議

会
と
し
て
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
何
と
ぞ
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

よ
り
良
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。



45 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

48

84 36

泉
　
忠
雄

髙
橋
光
昭

中
上
太
一

た
か
は
し　
み
つ
あ
き
・
末
広
町
１
区
・
雄
武
レ
ミ
コ
ン
㈱
勤
務

い
ず
み　
た
だ
お
・
元
沢
木

お
お
さ
わ　
り
ゅ
う
き
・
新
日
の
出
町
・
雄
武
小
５
年

な
か
が
み　
た
い
ち
・
新
日
の
出
町
・
雄
武
郵
便
局
勤
務

仕事を始めて２年目が
過ぎ、少しずつです

がいろいろなことを覚
えられてきたと思い
ます。でも、昨年は
体調を崩したり、仕
事中に打撲などの小
さなケガをしたりと、
大変な１年でした。
今年は安全第一で健
康にケガもなく過ごし
たいです。そしていろ
いろなところに遊びに
行きたいと思っていま
す。

昨年は、家族４人で初めての
函館旅行に行くことができ

ました。初めての車中泊にも挑戦
し、親子水入らずの時間を過ごす
ことができました。今年は私と同

じく娘も年女で、また私た
ち家族が大きな節目を迎
えるので、病気やケガ

が無く、子
供たちも元
気に成長
してくれ
たらと
思 い
ます。

病気や事故もなく日々を過ごすことができまし
た。私の仕事はコンクリートの堅さや空気量

を測って写真を撮る仕事ですが、業者さんとコミュ
ニケーションを図り、いろいろ勉強に
なった年でしたね。今年も病気や事
故などが無い日々を送ることができ
ればと思っています。そして、雄武

町を若者たちと
力を合わせて
活性化して
いければいい
なと思ってい
ます。

いままで漁師として漁業一筋で生きてきま
したが、今は退職して息子２人と孫の３

人が漁をしているのを見守っています。彼ら
がケガなく安全に過ごせたことが、
良かったと思っております。今
年も健康第一で暮らしていきた
いです。そして、
昨年は漁の取
れ具合があ
まり良く
なかった
の で、 息
子たちの漁
が安全安心で
豊漁になる
ことを願っ
ています。

60

久保田康資
くぼた　やすじ・東浜町・久保田漁業部経営

３年前に酪農業を辞
めた後は、愛犬の

ポンタとの散歩で運
動不足の解消をし
ていました。夏は
ハウスで珍しい野
菜を作ったり、カ
ラオケやパーク
ゴルフなど暇が
無く走り回った
１年でした。今
年は高齢になって

きたのもあり、健康に
気を付けながら、カラ
オケの会を楽しんだり、
いろいろなことに充実
した１年を送りたいで
すね。

24高橋孝汰

12昨年は、オホーツクサイクリ
ングのフルコース212Km

に挑戦して、つらいところもあっ
たけど、きれいな景色の中を走
ることができて楽し
かったし、完走す
ることができてす
ごくうれしかったで
す。今年は６
年生にな
るので、
１年生
から５
年 生 を
引っ張れ

たかはし　こうた・曙・高橋板金勤務

今
年
の
干え

と支
は
「
酉
（
と
り
）」
で
す
。

雄
武
町
に
は
、
酉
年
に
生
ま
れ
た
人
が
男
性
１
６
７
人
、
女
性
１
５
６
人
の

計
３
２
３
人
い
ま
す
。（
平
成
28
年
12
月
20
日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
調
べ
）

今
月
号
で
は
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
各
年
代
の
年
男
、
年
女
14
人
に
今
年
の

目
標
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

さん

さん

さん

さん

さん

くん
るリーダーになれるように、
勉強や運動を頑張りたいです。

大
澤
龍
希

気象の激変による、漁業対
応に苦慮した年になり

ました。来るべき時期に魚が
来ない、水温や潮流の変化
など、今後の漁業の難し
さを感じた１年でした。
今年で 60歳になりま
すので、今までの経験
を生かして自分自身を見
失わず、そして、体力の
低下を感じさせない仕事ぶ
りを見せて行きたいですね。

さん72佐藤義昭
さとう　よしあき・青葉
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60

48

栁
谷
咲
希寺

嶋
敏
子

久我タケ子 三
宅
ひ
と
み

て
ら
し
ま　
と
し
こ
・
潮
見
町
・
㈱
オ
ダ
水
産
勤
務

や
な
ぎ
や　
さ
き
・
緑
町
・
雄
武
小
５
年

くが　たけこ・潮見町

やまぐち　なつみ・新沢木・主婦

み
や
け　
ひ
と
み
・
末
広
町
２
区
・
㈱
エ
ー
コ
ー
プ
雄
武
勤
務

子供が中学校に入学し、卓球
部に入部したので私もまた

健康で充実した学校生活が
送れるように子供たちをサ
ポートできたらと思ってい
ます。

主人が還暦を迎え、家族みんなが健康に過ご
すことができた１年でした。孫たちと旅行

に行くこともでき、仕事も頑張ることができて幸
せな１年だったと思います。今年
は、自分も還暦を迎えるので、
今まで以上に健康面に注意し
て、好きな温泉巡りをして、い

ろいろな温
泉に入る
のを楽し
み た い
ですね。

72

石山榮美子
いしやま　えみこ・本町・石山家具店勤務

84

老人クラブの会員の方とともに短歌を学
び、７年近くが過ぎました。生き生きと
心の歌を作れるようになり、北海道新
聞の「あおぞら」欄にも掲載するこ
とができるようになり、非常にうれ
しいです。今年は、高齢の方だけで
なく、もっと多くの若い人に短歌
の魅力を伝え、雄武町の文化
活動の裾野を広げていきた
いです。

36

小川香織

24
とても幸せな1年でした。待ち

に待った子供を授かること
ができたからです。生まれる前は
親として子育てがうまくできるか
不安でした。しかし、家族、
そして主人の助けにより
不安も少なくなり、おか
げでますます笑い声の
絶えない家庭になり
ました。今年は、子
育てを楽しみながら、
娘の1歳の誕生日を
何事もなく迎えられる
ように成長を見守りた
いですね。

おがわ　かおり・魚田・主婦

12

さん

さん

さん さん

さん

さん

に、毎年岩見沢市で開催され
るJOIN　ALIVEに家族みん
なで参加できてとても楽しかっ
たです。今年は、あと１年しか
ない小学校生活を元気に楽しく
過ごして、また多くの LIVEに
参加したいです。

さん

鶏（
酉
）

に
わ
と
り
・
に
わ
と
り
小
屋
所
属さん

お母さんの手伝い
をたくさん

することができま
した。料理では、
包丁を使って野菜
を切ったり炒
めたり、揚
げたりしま
した。それ
以外にも、
今まで以上
にいろいろ
なことに挑
戦した1年
でした。それ

息子が保育所に通うようになって、いろい
ろな行事などで大変でしたが、運動会や

生活発表会などで子供の成長を実感できた１
年になりました。今年は娘の
受験も控えているので、ま
た大変な年になりそうで
すが、最後には皆健
康で、笑顔でいい年
だったねと言えるよ
うに過ごしたいです。

70歳を過ぎてから、心
も体も自由にできる

時間が増えました。そのおか
げで、雄武の自然や小さい子
供たちとのふれあいがた
くさんあり、忙しいけれ
ど充実した若返るよう
な１年でした。だんだ
ん年齢も重ねていくの
で、1日、1時間を大
切に、体を資本として
いろいろなことを考え

て生活する１年にしたい
ですね。

今年の干支はこの私。私の干支は10番目
ですが、本当はもう少し早かったんです。

神様に十二支の動物たちであいさつに行く途
中、ケンカを始めた猿と犬を放っておけなくて、
仲裁に入ったがために遅れてしまったんです。
まったく犬猿の仲とはよく言ったものだね。
それと、自慢に聞こえるかもしれませんが、私
は本当は頭がいいんです。よく私のことを鳥頭
と言うけれど、ちゃんとご主人様の顔も覚える
し、エサの時間も理解できるんです。そして、

卓球を始めまし
た。スポーツ
センターが使え
る日は毎回練
習しています。
子供と一緒
に卓球を
する機会
ができて
忙しいで
すが充実
した１年で
した。今年
は長男が受
験を控えて
い る の で、

山口なつみ

私が生む卵は栄養価も抜群。今年
もみんなに朝一番の元気な声と一
緒に、おい
しい卵を届
けたいな。
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◉
高
額
介
護
合
算
療
養
費

　
医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る

世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で

す
。

　
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
、
１
年
間
に

支
払
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を

超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
お
よ
び
介
護
保
険
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
手
続
き
に
は
市
町
村
窓
口
へ
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０

円
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�

支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

１
年
分
の
自
己
負
担
額
の
計
算
期
間

は
、
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま

で
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

高
額
介
護
合
算
療
養
費

医
療
費
通
知◉自己負担限度額表

負担割合 区分 自己負担額の
合計の基準額

3割 現役並み所得者 67万円

1割
一般 56万円

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ※1 31 万円
区分Ⅰ※2 19 万円

※1　世帯全員が住民税非課税世帯の人
※2　世帯全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が0円（公的年金収入のみの場合、
　　　その受給額が80万円以下）、または老齢福祉年金を受給している人

◉
医
療
費
通
知

　
こ
れ
ま
で
は
希
望
者
に
送
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
28
年
９
月
送
付
分
か
ら
全
受
診
者

（
28
年
１
月
～
６
月
に
受
診
し
た
人
）
に
送

付
し
ま
す
。
な
お
、
発
行
時
期
は
従
来
の
９

月
と
翌
年
３
月
に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

こ
の
通
知
を
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）

の
際
の
添
付
資
料
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

こ
の
通
知
は
皆
さ
ま
の
受
診
状
況
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
、
請
求
書
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
医
療
費
通
知
の
活
用

�・�
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る
た

め
、
自
身
の
健
康
状
態
の
把
握
や
健
康

管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

�・�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
や
健
康
診
査
な

ど
、
皆
さ
ま
の
健
康
保
持
・
増
進
に
役

立
つ
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

�・�

診
療
日
数
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

	・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

	・
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

　
☎
８
４
‐
２
０
２
３

　

障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
）

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で

も
、
雄
武
町
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
次
の
対
象
者
に
は
、
認
定
書

を
発
行
し
ま
す
。

◉
対
象
者

▼
障
害
者
控
除

①
65
歳
以
上
で
要
介
護
者

②�

要
介
護
認
定
資
料
に
基
づ
く
障

害
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度
Ａ

も
し
く
は
Ｂ
ラ
ン
ク
に
該
当
ま

た
は
認
知
症
高
齢
者
等
日
常
自

立
度
Ⅳ
ラ
ン
ク
に
該
当
す
る
人

▼
特
別
障
害
者
控
除

①
65
歳
以
上
で
要
介
護
者

②��

要
介
護
認
定
資
料
に
基
づ
く
障

害
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度
Ｃ

ラ
ン
ク
に
該
当
ま
た
は
認
知
症

高
齢
者
等
日
常
自
立
度
Ｍ
ラ
ン

ク
に
該
当
す
る
人

◉
控
除
額

▼
障
害
者
控
除

	・
所
得
税　
27
万
円

	・
住
民
税　
26
万
円

▼
特
別
障
害
者
控
除

	・
所
得
税　
40
万
円

	・
住
民
税　
30
万
円

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
こ
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
２
年
目
以
降
の
人
は
、
要
介

護
認
定
状
況
、
障
害
高
齢
者
日
常

生
活
自
立
度
、
尿
失
禁
の
有
無
が

記
載
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書
を
確

認
し
て
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

※�

お
む
つ
代
に
お
け
る
医
療
費
控

除
を
初
め
て
受
け
る
人
は
、
医

師
の
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
要
介
護
認
定
高
齢
者
に
係
る

◉
控
除
額

　

�

お
む
つ
代
に
つ
い
て
、
そ
の
年

中
に
支
払
っ
た
医
療
費
に
含

め
、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
を
除
き
、
さ
ら
に

10
万
円
ま
た
は
所
得
金
額
の

５
％
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を

差
し
引
い
た
残
り
が
医
療
費
控

除
の
額
と
な
り
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

▼	

認
定
書
、
証
明
書
の
発
行

　
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

　
☎
８
４
‐
２
０
２
３

▼
税
の
控
除

　
税
財
管
理
課
課
税
係

　
☎
８
４
‐
２
１
２
１

障
害
者
控
除
対
象
認
定
書

障
害
者
控
除

お
む
つ
代
医
療
費
控
除

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
証
明
書

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
な
ど
が
、

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
の
際
に
、
税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の

認
定
書
、
証
明
書
を
申
請
に
よ
り
発
行
し
ま
す
。
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コ
ン
ビ
ニ
受
診
を

控
え
ま
し
ょ
う

　
コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
は
、
一
般
的
に
外

来
診
療
を
や
っ
て
い
な
い
休
日
や
夜
間

な
ど
の
時
間
外
に
、
緊
急
性
の
な
い
軽

症
患
者
が
病
院
の
救
急
（
時
間
外
）
外

来
（
以
下
「
救
急
外
来
」）
を
自
己
都

合
で
受
診
す
る
行
為
を
指
し
ま
す
。

　
病
院
の
救
急
外
来
は
少
数
の
重
症
者

の
対
処
に
特
化
し
て
お
り
、
多
数
の
患

者
を
診
療
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
す
る
患
者
の

中
に
は
、
専
門
医
に
よ
る
高
度
な
診
療

や
精
密
検
査
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ

り
、
対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
受
診
形
態
の
患
者

が
増
え
、
重
症
患
者
の
対
応
や
入
院
中

の
患
者
の
急
変
へ
の
対
応
が
困
難
に
な

る
場
合
や
、
医
師
が
休
養
を
と
れ
ず
翌

日
以
降
の
診
療
に
支
障
を
来
す
な
ど
の

問
題
も
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ン

ビ
ニ
受
診
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

休
日
や
夜
間
な
ど

時
間
外
の
病
院
利
用

　
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る
救
急
外

来
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
制
約
も
あ
り

ま
す
。救
急
外
来
を
利
用
す
る
と
き
は
、

来
院
す
る
前
に
ま
ず
は
電
話
で
連
絡
す

る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

�・�

救
急
外
来
の
役
割
は
、
緊
急
事
態
へ

の
対
応
を
す
る
こ
と
で
す
の
で
、
こ

の
緊
急
事
態
と
は
治
療
を
急
が
な
い

と
命
に
関
わ
る
状
態
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。救
急
外
来
で
は
、

こ
の
よ
う
な
患
者
を
優
先
し
て
診
察

し
ま
す
。

�・�

緊
急
事
態
か
ど
う
か
は
、
医
師
や
看

護
師
が
専
門
の
立
場
か
ら
判
断
し
ま

す
。
自
覚
症
状
の
強
さ
と
は
あ
ま
り

関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
が
重
症

だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
緊
急
事
態
で

な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

�・�
救
急
外
来
の
診
察
は
、
ま
ず
当
直
医

が
行
い
ま
す
。
当
直
医
は
院
長
や
非

常
勤
医
師
が
日
々
交
代
で
担
当
し
て

お
り
、
大
学
病
院
な
ど
か
ら
も
当
直

医
の
派
遣
を
受
け
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
当
直
医
の
先
生
が
診
察

し
て
緊
急
事
態
だ
と
判
断
し
た
場

合
、
町
外
の
専
門
病
院
に
診
察
を
依

頼
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
専

門
科
目
の
医
師
の
診
察
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

�・�

救
急
外
来
で
は
、
医
師
以
外
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
も
交
代
で
当
直
や
待

機
の
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
検
査
な
ど
も
救
急
事

態
に
対
応
す
る
分
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
平
日
の
診
療
時
間
内

と
同
じ
よ
う
な
対
応
を
希
望
し
て

も
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

�・�

緊
急
性
が
な
い
場
合
、
救
急
外
来

で
は
応
急
処
置
し
か
行
い
ま
せ

ん
。
薬
も
必
要
最
小
限
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
根
本
的
な
治
療
の
た

め
、
翌
日
な
ど
平
日
の
診
療
日
に

症
状
に
応
じ
た
診
療
科
を
受
診
す

る
よ
う
に
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

�・�

救
急
外
来
を
受
診
す
る
と
、
診
療

報
酬
制
度
の
規
定
に
よ
り
、
同
じ

診
療
内
容
で
も
自
己
負
担
が
割
高

に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
と
お
り
、
救
急
外
来
は
町

民
の
皆
さ
ま
の
緊
急
事
態
に
備
え

た
、
特
殊
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
病
院
は
平
日
の
診
療
時
間
内
に
本

来
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
具
合

の
悪
い
と
き
や
心
配
ご
と
の
あ
る
と

き
は
、
夕
方
や
休
日
ま
で
我
慢
せ
ず

に
、
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と

が
一
番
良
い
方
法
で
す
。
病
院
受
診

に
つ
い
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院

☎
８
４
‐
２
５
１
７

雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院
か
ら
の
お
願
い

休
日
や
夜
間
な
ど
に

病
院
を
利
用
す
る
皆
さ
ま
へ

◉
受
付
期
間

　
29
年
１
月
13
日
㈮
～
２
月
28
日
㈫

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

※�

期
間
内
に
申
請
で
き
な
い
場
合
で
も

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

◉
受
付
場
所

�・
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係

　

�

建
設
工
事
、
設
計
、
測
量
、
土
木
建

設
機
械
器
具
等

�・
税
財
管
理
課
管
財
係

　
物
品
購
入
、
賃
貸
借
等

◉
提
出
書
類

�・�

建
設
工
事
、
設
計
、
測
量
、
土
木
建

設
機
械
器
具
等

　

�

市
町
村
統
一
様
式
（
建
設
工
事
は

総
合
評
定
値
《
Ｐ
点
》
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
）、
納
税
証
明
書

（
法
人
税
（
個
人
の
場
合
は
所
得

税
）、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税・

市
町
村
税
）、
誓
約
書

�・
物
品
の
購
入
お
よ
び
賃
貸
借
等

　

�

雄
武
町
様
式
ま
た
は
申
請
社（
者
）

独
自
の
様
式
を
使
用
し
、
次
の
関

係
書
類
を
添
付
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

町
内
業
者
は
町
税
等
の
納
付
状
況

確
認
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
外
業
者
は
営
業
所
一
覧
表
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
・
30
年
度

建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

◉
受
付
方
法

　
持
参
ま
た
は
郵
送

◉
資
格
有
効
期
間

　
29
～
30
年
度
ま
で

◉
問
い
合
わ
せ

	・
建
設
工
事
、
設
計
、
測
量
等

　
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係

	・
物
品
の
購
入
及
び
賃
貸
借
等

　
税
財
管
理
課
管
財
係

　
平
成
29
・
30
年
度
に
お
い
て
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
お
よ
び
業
務

委
託
ま
た
は
物
品
の
購
入
・
賃
貸
借
等
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
建
設
工
事
等
ま
た
は
物
品
の
購
入
等
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

区　　　　　　分 法　人 個　人
商業登記簿謄本（原本）
（３カ月以内に発行したもの） ○

納税証明書（原本）（町税納税証明書） ○ ○

損益計算書または収支決算書
（直近の終了事業年度分） ○ ○

許認可等に関する証書の謄本（写） ○ ○

誓約書（別紙１）暴力団員または暴力団関係
事業者に該当しないという趣旨の誓約書 ○ ○
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まちのできごと

↑和気あいあいと意見交換を行う出席者

第6期総合計画第2回策定審議会

雄武町の未来を考える
　町の次期総合計画策定に向けた、第２回審議会が町
民センターで開かれました。この日は審議会委員のほ
か、職務能力向上を目的に採用６年未満の町職員18
人も参加。楽しみながら夢や意見などを出し合うワー
クショップを行い、町の現状や将来展望などについて
話し合いを行いました。町職員は「さまざまな分野の
意見を聞くことができ、とても参考になりました。今
後の仕事に生かしたい」と感想を話していました。

12/
1

↓自らの主張を熱く訴える参加者

　子どもの主張発表会（町子ども育成
会主催）が町民センターで開かれ、小
中学生計14人の感情を込めた思いに、
約100人の聴衆が耳を傾けました。
　小学生の部は９人、中学生の部は５
人が、社会問題から日常生活など、思
い思いのテーマで発表。最優秀賞には
「殺人事件から考える」と題して発表
した小野桜子さん（雄武小６年）と、「友
達」と題して発表した武藤菜々子さん
（雄武中２年）が選ばれました。

↑ジャグリングに挑戦する出席者

高齢者学級「生きがい大学」12/
7

12/
2

若草保育所お餅つき会

みんなでペッタン
　若草保育所で毎年恒例のお餅つき会が行われ、園児
たちがつきたてのもちを味わいました。保育所職員が
見本を見せた後、年長の園児たちが交代できねをにぎ
り、「ヨイショ、ヨイショ」の掛け声に合わせて力いっ
ぱいもちをつきました。出来上がったもち米8キロ
分のもちは、雑煮やきな粉、砂糖じょうゆにつけて試
食。園児たちは「おいしいね、もっと食べたい」など
と、うれしそうに話していました。

↑当時の話をユーモアを交えて講演する西村さん

町民大学第5講

　町民大学の本年度最後となる講座が町民センターで
開かれ、テレビやラジオなどで活躍中の南極料理人・西
村淳さんの講演が行われました。西村さんは、2度にわ
たり南極観測隊員に選ばれ調理を担当。平均気温氷点下
57度（当時）という厳しい自然のなかで越冬した話な
どをユーモアを交えて話し、聴衆を引きつけました。最
後に、西村さんが考案したサケの昆布茶焼きとホタテフ
レークなどの創作料理も振る舞われました。

12/
6

↓力いっぱいもちをつく園児たち

12/
10

児童センタークリスマス会

クリスマス気分を満喫
　児童センターでクリスマス会が開かれ、参加した
約50人の子供たちは一足早いクリスマス気分を味わ
いました。この日は、雄武高校ボランティア同好会の
生徒11人がスタッフとして参加。サンタ姿で司会進
行を務めたほか、この日のために用意してきた２つの
ゲームでクリスマス気分を盛り上げました。ゲームの
後には高校生と一緒にお菓子を食べ、おしゃべりをし
て楽しいひと時を過ごしました。

↓高校生と楽しく過ごす子供たち

はつらつと生きる

第37回子どもの主張発表会12/
4 感情を込め主張

氷点下57度の世界

12/
17

こども体操教室

運動のコツを学ぶ

↓上林さんから逆上がりの指導を受ける子供たち

　小学３年から６年生を対象としたこども体操教室
が、雄武小体育館を会場に行われました。（町教委主催）
　北見チャイルドスポーツアカデミー代表取締役・上
林一裕さんが講師となり、鉄棒やなわとびなどを指導。
鉄棒では、一人一人のレベルに合わせて逆上がりや後
ろ回りなどの支援を受け、参加した子供たちは上手に
演技するためのコツをしっかりと学び、寒さも忘れて
一生懸命練習に取り組んでいました。

　高齢者学級「生きがい大学」の本年度最後となる学
習会が町民センターで開かれ、関谷優介さんが大道芸
で出席者を楽しませました。関谷さんは、ジャグリン
グやディアボロ、手品を披露したほか、出席者もボー
ルを使ったジャグリングに挑戦。場内からは楽しい笑
い声が響きました。学習会終了後には閉級式も行われ、
伊藤正己教育長から全員に修了証書が授与されたほ
か、全講座に出席した７人に皆勤賞が送られました。
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情報ひろば情報ひろば
　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、求
職
中
の
障
が
い
者
の
訓
練
生（
訓

練
期
間
１
年
ま
た
は
２
年
間
）
の
追
加
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付
期
間　
29
年
１
月
20
日
㈮
ま
で

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

選
考
日　
29
年
２
月
６
日
㈪

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
‐
５
２
‐
２
７
７
４

か
ら
、
新
任
・
再
任
を
含
め
、
民
生
委
員

推
薦
会
で
決
定
し
た
候
補
者
が
、
12
月
１

日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
発
令

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
生
活
上
困
難
な
こ

と
や
悩
み
事
な
ど
問
題
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
児
童
関
係
の
悩
み
事
な
ど
は
主

任
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
町
税
の
３
税
目
（
町
道
民
税
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
）
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
税
は
29
年
１
月
31
日
に
最
終
納
期

限
を
迎
え
ま
す
。
納
付
状
況
を
確
認
の

上
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
至
急
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
特
別
な
事
情
に

よ
り
一
度
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
担
当
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
大
変
便
利
な
口
座

振
替
制
度
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※	

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
税
財
管
理
課
収
納
係

訓
練
生
の
追
加
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
満
20
歳
を
迎
え
た

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
成
人
式
を
挙
行
し

ま
す
。
当
日
は
、
家
族
を
含
め
関
係
者
も

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
29
年
１
月
８
日
㈰　
14
時
～

場
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

問
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係

に
は
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号
を
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◉
電
子
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）
を
利
用
し
た
地
方
税
の
電
子
申

告
な
ど
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
電
子
証
明
書
の

取
得
・
利
用
届
出
な
ど
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
、
一
般
社
団
法
人
地

方
税
電
子
化
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.eltax.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
税
財
管
理
課
課
税
係

	・	

控
除
対
象
配
偶
者
の
有
無
（
配
偶
者
の

所
得
が
38
万
円
以
下
）

	・
障
害
者
、
扶
養
親
族
等
の
人
数

	・
中
途
就
職
、
退
職
の
状
況
な
ど

	・	

28
年
分
の
給
与
支
払
報
告
書
か
ら
個
人

番
号
ま
た
は
法
人
番
号
を
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◉
償
却
資
産
申
告
書

　
29
年
1
月
1
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る

事
業
用
資
産
の
内
容
に
つ
い
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
、
28
年
12
月
中
旬

に
送
付
済
み
で
す
。
な
お
、
前
年
の
申
告

内
容
に
異
動
が
な
い
場
合
で
も
申
告
が
必

要
で
す
の
で
、
必
ず
期
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
償
却
資
産
申
告
書

ほ
っ
か
い
ど
う
三
十
路
式
　
紋
別

給
与
支
払
報
告
書
・
償
却
資
産
申
告
書

税
　
金

　
一
生
に
一
度
し
か
な
い
30
歳
を
迎
え
る

人
の
、
三
十
路
と
い
う
新
し
い
旅
立
ち
を

迎
え
る
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
29
年
１
月
28
日
㈯　
開
場　
17
時

全
道
一
斉
乾
杯　
18
時

場
所　
紋
別
市
ま
ち
な
か
芸
術
館

対
象
者　
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
62
年
４

月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
限　
29
年
１
月
10
日
㈫

企
画　
ほ
っ
か
い
ど
う
三
十
路
式
実
行
委

企
画
・
運
営　
Ｓ
Ｃ
Ａ	

ｍ
ｏ
ｍ
ｂ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ

問
Ｓ
Ｃ
Ａ	

ｍ
ｏ
ｍ
ｂ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
８
６
２
０

民
生
委
員
の
紹
介

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

催
　
し

平
成
29
年
雄
武
町
成
人
式

社
会
福
祉

　

��　Information

防災活動に対する
栄誉をたたえて

（敬称略）

◉ 20年勤続章　畑野　洋二
◉ 10�年勤続章　工藤　　勝　　清水　俊行
　　　　　　　　畔川　　淳　　佐藤　隆夫
　　　　　　　　小林　尚人　　加賀　　徹
　　　　　　　　柳谷　和之

　　北海道知事表彰

◉特別功績章　　宮嶋　礼治　
◉ 30年勤続章　関岡　　修
◉ 10年勤続章　工藤　　勝　　小林　尚人
　　　　　　　　阿部　慎也　　柳谷　和之

　　北海道消防協会定例表彰

◉特別功績章　　吉田　　実

　　北海道消防協会オホーツク地方支部紋別分会表彰

　　紋別地区消防組合管理者表彰

◉ 40年勤続章　宮嶋　礼治　
◉ 35年勤続章　木元　之生
◉ 30年勤続章　関岡　　修
◉ 25年勤続章　大澤　勝利　　開米　　浩
　　　　　　　　高野　幸一　　
◉ 15年勤続章　長田　　充　　大和田雅文
◉ 10年勤続章　工藤　　勝　　小林　尚人
　　　　　　　　阿部　慎也　　柳谷　和之　
◉　５年勤続章　大井　龍兵　　村上　康彦
　　　　　　　　木下　陽子
問紋別地区消防組合消防署雄武支署　

◉民生委員・児童委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
住　　所 氏　　名 担　当　地　区

新沢木 加賀美紀子 オニシ・上沢木・新沢木

元沢木 川口　宜満 元沢木・栄丘

共栄 高橋　　昇 共栄・東中雄武・開生の一部

上雄武 大場　一夫 西中雄武・上雄武・上幌内

東浜町 亀山　惠子 旭町・東浜町

新日の出町 清水　和枝 新日の出の一部・日の出仲町の一部

新日の出町 今泉　幸子 新日の出の一部・日の出仲町の一部・開生の一
部

日の出北町 池　　慶二 日の出仲町の一部・日の出北町

栄町 高橋　　誠 錦町・栄町

宮下町 中島　克弥 本町・宮下町

末広町１区 石井　幸子 幸町・末広町１区の一部・末広町２区の一部

末広町１区 豊田　和子 末広町１区の一部・新町の一部

末広町２区 小泉　純子 末広町２区の一部・新町の一部

北浜町 中井　康樹 港町・北浜町・末広町２区の一部・魚田の一部

緑町 新山　健二 緑町・曙の一部

潮見町 松嶋恵美子 潮見町・曙の一部

青葉 川崎　孝子 豊丘・興和・青葉・曙の一部

魚田 天間　明美 魚田の一部

幌内東町 今　美津子 音稲府・幌内全域

◉主任児童委員

宮下町 牧野　京子 町内全域

北浜町 四辻　裕二 町内全域

　
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
く

委
員
で
、
日
頃
か
ら
住
民
の
福
祉
の
増
進

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
年
11
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
を
迎
え
た
こ
と

　
給
与
支
払
報
告
書
、
償
却
資
産
申
告
書

は
29
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◉
給
与
支
払
報
告
書

　
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」「
法
定
調
書
の

作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
に
よ
り
記
載

内
容
を
確
認
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
確
認
す
べ
き
事
項

↑昨年の様子
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申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
、
入
居
す
る
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
提
出
の
際
に

は
個
人
番
号
の
分
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

町
外
者
は
課
税
証
明
書
・
所
得
証
明
書

な
ど
直
近
１
年
分
の
所
得
が
分
か
る

も
の
と
納
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

申
込
期
限　
29
年
１
月
16
日
㈪

※	

入
居
基
準
の
見
直
し
に
伴
い
、
継
続
募

集
の
住
宅
も
先
着
順
と
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
、

住
宅
困
窮
度
の
高
い
人
か
ら
決
定
し
ま
す
。

※	

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

住
　
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
新
規
）

新日の出団地旭日団地 宮下団地

潮見団地 幌内団地魚田団地

日の出団地

緑町団地

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
継
続
）

幌内団地魚田団地魚田団地

��　information

年末年始の休み
◉役場、議会事務局、教育委員会、保育所
　農業委員会、国民健康保険病院※、児童セ
　ンター、ゴミの収集

　12月 31日㊏～ 1月 5日㊍
※救急外来は年末年始も受付しています。

◉スポーツセンター、武道センター

　12月 28日㊌～ 1月 7日㊏
◉町民センター

　12月 29日㊍～ 1月 6日㊎
◉図書館

　12月 30日㊎～ 1月 5日㊍
◉消防雄武支署は年中無休です。
◉お急ぎの用がありましたら、役場まで
　問い合わせください。

応
募
条
件　
お
お
む
ね
25
歳
ま
で
の
人
、

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
ま
た
は
29
年

３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

採
用
人
数　
正
職
員　
１
人

応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※	

履
歴
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

郵
送
の
場
合
は
、
必
ず
「
特
定
記
録
郵

便
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

履
歴
書
に
貼
付
す
る
顔
写
真
は
３
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

必
要
書
類　
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書

（
卒
業
証
書
の
写
し
可
）
ま
た
は
卒
業
見

込
証
明
書
、
最
終
学
歴
の
成
績
証
明
書
、

社
会
福
祉
士
の
国
家
資
格
を
証
明
す
る
も

の
（
社
会
福
祉
士
登
録
証
の
写
し
な
ど
）

ま
た
は
28
年
度
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
を
証
明
す
る
も
の
（
社
会
福
祉
士

指
定
科
目
履
修
証
明
書
な
ど
）、
自
動
車

運
転
免
許
証
（
写
し
）

応
募
先　
紋
別
郡
雄
武
町
本
町　
雄
武
町

役
場　
総
務
課
職
員
厚
生
係

応
募
期
限　
29
年
１
月
31
日
㈫
（
必
着
）

採
用
試
験　
書
類
選
考
・
面
接
試
験
な
ど

※
試
験
日
な
ど
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
年
月
日　
29
年
４
月
１
日

問
総
務
課
職
員
厚
生
係

応
募
条
件　
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
等
を

卒
業
後
、
民
間
企
業
な
ど
で
５
年
以
上
職

務
経
験
が
あ
る
人
で
、
昭
和
62
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

採
用
人
数　
正
職
員　
若
干
名

応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※	

履
歴
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
総
務
課

職
員
厚
生
係
に
も
あ
り
ま
す
。

※	

郵
送
の
場
合
は
、
必
ず
「
特
定
記
録
郵

便
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

履
歴
書
に
貼
り
付
け
る
写
真
は
、
３
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

必
要
書
類　
履
歴
書
、
最
終
学
歴
の
卒
業

証
明
書
（
卒
業
証
書
）、
成
績
証
明
書

応
募
先　
雄
武
町
本
町　
雄
武
町
役
場　

総
務
課
職
員
厚
生
係

応
募
期
限　
29
年
１
月
31
日
㈫
（
必
着
）

採
用
試
験　
書
類
選
考
、
面
接
試
験

※	

面
接
日
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
年
月
日　
29
年
４
月
１
日

問
総
務
課
職
員
厚
生
係

募
　
集

雄
武
町
職
員
（
社
会
福
祉
士
）
募
集

雄
武
消
防
団
出
初
式

保
　
健

消
　
防

予
防
接
種
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

町
営
住
宅
の
入
居
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
高
齢
者
世
帯
な
ど
、
特
に
居
住
の
安
定

を
図
る
必
要
が
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

入
居
収
入
の
特
例
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

29
年
１
月
以
降
の
入
居
申
し
込
み
か
ら
、

特
例
額
の
上
限
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
少
子
化
対
策
と
し
て
、

団地名 間取り 戸数 家　　賃 単身
旭日 3LDK 2 21,000～ 55,000 不可
新日の出 2LDK 4 22,400～ 53,800 不可
日の出 3LDK 1 16,500～ 36,100 不可
宮下 3LDK 1 13,400～ 21,200 不可
緑町 2LDK 2 17,500～ 41,500 不可

潮見
2DK 1 3,400～ 7,800 可
3LDK 5 12,200～ 40,500 不可

魚田
3DK 2 9,400～ 17,700 可
3LDK 1 11,100～ 18,500 可

幌内 3LDK 1 7,800～ 14,400 可

　
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
お
よ
び
二
種

混
合
予
防
接
種
の
対
象
者
で
、
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
29
年
３
月
ま
で
に
予

防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
、
接
種
費
用
の

自
己
負
担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
接
種
希
望
者
は
事
前
予
約
の
上
、
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

	・
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　
29
年
４
月
に
就
学
す
る
児
童

	・
二
種
混
合
予
防
接
種

　
小
学
６
年
生

予
約
先　
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院

☎
８
４
‐
２
５
１
７

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

新
婚
世
帯
も
特
例
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

特
例
額
の
上
限　
25
万
９
千
円
（
政
令
月

収
）（
変
更
前
21
万
４
千
円
）

※	

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
１
年

間
の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自

営
業
者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら

必
要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養

控
除
等
を
差
し
引
い
た
額
を
12
で
除

し
た
も
の

主
な
対
象
世
帯　
高
齢
者
世
帯
（
60
歳
以

上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世
帯
、
障

害
者
（
障
害
の
程
度
に
よ
る
）
が
い
る
世

帯
、小
学
校
就
学
前
の
幼
児
が
い
る
世
帯
、

婚
姻
後
2
年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳
未

満
の
世
帯
（
小
学
生
以
下
の
児
童
が
い
る

場
合
も
可)

問
税
財
管
理
課
管
財
係

団地名 間取り 戸数 家　　賃 単身

魚田
3DK 1 9,100 ～ 16,100 可
3LDK 1 11,500 ～ 19,000 可

幌内 3LDK 1 12,400 ～ 20,700 可

　
町
民
の
生
命
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

こ
と
を
最
大
の
使
命
と
す
る
雄
武
消
防
団

で
は
、
新
春
恒
例
の
出
初
式
を
次
の
と
お

り
挙
行
し
ま
す
。

日
時　
29
年
１
月
４
日
㈬　
10
時

場
所　
雄
武
消
防
庁
舎
前

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
刻　
９
時
30
分

※
雄
武
町
全
域

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

雄
武
町
職
員
（
一
般
事
務
職
）
募
集

雄
武
町
臨
時
職
員
募
集

職
種
・
採
用
人
数　
一
般
事
務　
１
人

応
募
条
件　
普
通
自
動
車
第
一
種
免
許
取

得
者
、パ
ソ
コ
ン
の
操
作
経
験
の
あ
る
人
、

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な
い
人

勤
務
条
件

	・	

勤
務
時
間　
１
日　
７
時
間
45
分
（
原

則
８
時
30
分
～
17
時
15
分　
休
憩
１
時

間
）

	・	

勤
務
日　
原
則　
月
～
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

	・	

そ
の
他
の
勤
務
条
件
な
ど
は
、
臨
時
職

員
取
扱
要
綱
の
規
定
に
よ
る

賃
金　
日
額　
７
２
３
０
円

応
募
方
法　
臨
時
職
員
採
用
試
験
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
期
限
ま
で
に

郵
送
ま
た
は
持
参
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

申
込
書
は
役
場
総
務
課
職
員
厚
生
係

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ａ
３
版
）

応
募
期
限　
29
年
１
月
20
日
㈮
必
着

採
用
試
験　
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
試
験

採
用
年
月
日　
29
年
２
月
１
日
㈬　

問
総
務
課
職
員
厚
生
係
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「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」（
平

成
28
年
６
月
２
日
閣
議
決
定
）に
お
い
て
、

65
歳
以
降
の
継
続
雇
用
延
長
や
65
歳
ま
で

の
定
年
延
長
を
行
う
企
業
な
ど
に
対
す
る

支
援
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
を

創
設
し
、
65
歳
以
上
へ
の
定
年
引
き
上
げ

な
ど
を
行
う
企
業
に
対
し
重
点
的
に
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
65
歳
以
降
も
希
望
者
全

員
が
安
心
し
て
働
け
る
雇
用
基
盤
を
整
備

す
る
と
と
も
に
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
構

築
を
図
り
ま
す
。

概
要　
本
年
10
月
19
日
以
降
に
労
働
協
約

ま
た
は
就
業
規
則
に
次
の
制
度
を
規
定

し
、
制
度
を
実
施
し
た
場
合
に
助
成

※
１
事
業
主
に
つ
き
１
回
限
り

助
成
額

①
65
歳
へ
の
定
年
引
き
上
げ　
１
０
０
万
円

②	

66
歳
以
上
へ
の
定
年
引
き
上
げ
ま
た
は

定
年
の
定
め
の
廃
止　
１
２
０
万
円

③	

希
望
者
全
員
を
66
～
69
歳
ま
で
継
続
雇

用
す
る
制
度
の
導
入　
60
万
円

④	

希
望
者
全
員
を
70
歳
以
上
ま
で
継
続
雇

用
す
る
制
度
の
導
入　
80
万
円

※	

①
～
④
の
複
数
の
制
度
を
合
わ
せ
て
導

入
し
た
場
合
、
最
も
高
い
額
の
み
支
給

問
独
立
行
政
法
人　
高
齢
・
障
害
・
求
職

者
支
援
機
構
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
６
２
２
‐
３
３
５
１

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

◉
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　
冬
道
は
天
候
状
況
や
積
雪
に
よ
る
渋
滞

が
発
生
す
る
な
ど
、
到
着
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
目
的
地
ま
で
の
天
気

や
道
路
状
況
を
事
前
に
把
握
し
て
、
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

◉
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

　
急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急

ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の
つ
く
運
転

操
作
は
ス
リ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
大
変
危
険

で
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
早
め
ブ
レ
ー

キ
な
ど
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◉
交
差
点
に
注
意

　
雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点
な
ど
で

は「
車
が
来
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」「
歩

行
者
が
横
断
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
危
険
を
予
測
し
て
、
徐
行
と
安
全
確
認

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◉
悪
天
候
に
注
意

　

吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の
運
転

は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不
良
に
よ
る
立

ち
往
生
な
ど
の
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、

不
要
な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を

得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、
事
前
に
道

路
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
防
寒
具

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を

　
土
地
の
売
買
・
交
換
・
営
業
譲
渡
な
ど
、

大
規
模
な
面
積
の
土
地
取
引
に
係
る
契
約

を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
役
場
を
通
じ
て

北
海
道
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
雄
武
町
で
は
取
引
面
積
が
、
都
市
計
画

区
域
で
５
千
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
区
域
で

１
万
㎡
以
上
の
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
忘
れ
ず

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
者　
土
地
の
権
利
取
得
者

※
売
買
で
あ
れ
ば
買
い
主

土
地
取
引
に
係
る
契
約
書
の
写
し
ま
た
は

こ
れ
に
代
わ
る
書
類
、土
地
位
置
図（
５
万

分
の
１
以
上
の
地
形
図
）、
土
地
お
よ
び

付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
５
千
分
の

１
以
上
の
図
面
、
土
地
の
形
状
を
明
ら
か

に
し
た
図
面
、
そ
の
他
（
委
任
状
な
ど
）

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

届
出
期
限　
契
約
締
結
日
を
含
め
２
週
間

以
内

届
出
事
項　
契
約
当
事
者
の
氏
名
・
住
所

等
、
契
約
締
結
年
月
日
、
土
地
の
所
在
・

面
積
、
権
利
の
種
別
・
内
容
、
取
得
し
た

土
地
の
利
用
目
的
、
土
地
対
価
の
額

提
出
書
類　
届
出
書
（
窓
口
備
え
付
け
）、

　

海
上
保
安
大
学
校
学
生

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　　

��　Information

ホテル日の出岬は皆さまのおかげを持ちまして、今年で 19 年を迎え
ます。今後も皆さまに愛され続けるホテルで居続けるよう、従業員一
同努めてまいりますので、本年もご愛顧のほどお願い申し上げます。

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。ぜひ、
ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、ご
要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎ 85‐ 2626

ホテル日の出岬からのお知らせ

新年明けましておめでとうございます

クリスマスが過ぎればお正月ですね。そして、クリスマス・お正月と
言えば冬休み。ということで、冬休み期間特別企画としてランチタイ
ム限定で、お食事を利用のお客さま全員にドリンクバーをお付けしま
す！　冬休み期間限定ですのでお見逃しなく！
◉期間　29年1月15日㈰まで　11時～15時（ラストオーダー14時30分）

　　冬休み期間特別企画

　　正月イベント

今年もホテル日の出岬ではお正月にイベントを開催予定です。
また、お正月の開けた８日㈰には「第 1 回雪上ブルームボール大会」
を開催予定です。参加されない方も、ぜひとも応援・観戦しにお越し
ください。そして、1 月はお正月期間としまして、23 日㈪（沢木バス）、
24 日㈫（巡回バス）、27 日㈮（市
街地バス）でお越しのお客さまに、
2 階宴会場を開放し、カラオケな
どでお楽しみいただけるようにい
たします。カラオケで最高得点を
出した方には景品をプレゼントい
たします。
新年会・各種宴会を承っておりま
す。検討中の方は、気軽にホテル
日の出岬へご連絡ください。

そ
の
他

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

特
に
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車

両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
命
救
助
に
重
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

◉
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因

　
住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐
車
車
両

の
直
前
や
直
後
か
ら
幼
児
、
児
童
の
飛
び

出
し
に
よ
る
事
故
や
夜
間
に
は
走
行
車
両

が
駐
車
車
両
に
気
付
か
ず
衝
突
す
る
な

ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

◉
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転
を

　
冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
正
面
衝

突
の
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
路
面
状
況
に
あ
わ
せ
た

慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

労
　
働

紋
別
空
港
助
成
金
交
付
申
請

　　お正月入浴時間のご案内

◉元旦㈰　　7 時～ 21 時 30 分（日の出予定時刻　7 時 04 分）
◉２日㈪　10 時～ 21 時 30 分
◉３日㈫　10 時～ 21 時 30 分（4 日からは通常営業となります）
※展望室は 6 時 30 分から利用できます。

違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止

　
違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
次
の
よ
う
な
危

険
や
障
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◉
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
を
妨
害

　
違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
交
通
渋
滞
を

引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
車
両
走
行
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歩

道
上
駐
車
は
歩
行
者
の
歩
行
を
妨
げ
ま
す
。

◉
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因

　
交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
車
両
は
、
通

行
す
る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を
妨

げ
、
交
差
点
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

◉
除
排
雪
作
業
な
ど
の
障
害

　
違
法
駐
車
が
除
雪
車
の
進
行
や
除
排
雪

作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住
民
に
迷
惑
を
か

け
、生
活
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

◉
緊
急
車
両
の
活
動
を
防
げ
ま
す

　

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る
と
き

は
、他
の
車
両
が
通
行
不
能
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
12
月
１
日
以
降
、
空
港
で
の
保
安

強
化
を
目
的
に
、
保
安
検
査
場
な
ら
び
に

搭
乗
口
に
お
い
て
、
搭
乗
者
全
員
に
「
保

安
検
査
証（
黄
色
）」、「
ご
搭
乗
者
案
内（
ピ

ン
ク
色
）」
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
雄
武
町
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
利
用
促

進
助
成
金
交
付
申
請
に
あ
た
っ
て
は
「
保

安
検
査
証
」
で
は
な
く
「
ご
搭
乗
案
内
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

交
通
安
全

↑料理の写真は一例（個人盛）※イメージ
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暮らしの

年金情報

雄武町図書館（雄武町栄町）雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）10時～18時（土・日曜日）
休館日　月曜日・祝日休館日　月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

ホワイトハウスの中はどうなってい
る？大統領一家と使用人の強固な信頼
関係の秘密とは？執事、ドアマン、シェ
フ…。アメリカ歴代大統領に仕えたス
タッフ達が、ホワイトハウスの真の姿
を語る！

シャルロットは雌のジャーマンシェ
パード。警察犬を早くに引退し、池上
家にやってきた。犬同士、飼い主同士、
ゆるやかな連帯も生まれるが、なかに
は不穏な事件を持ち込む者もいて…？
心がほっこりする傑作ミステリー。

今月の新着図書 Newly-imported�books

白衣の嘘（長岡弘樹）・べっぴんさん上（渡辺千穂）・
悪玉（鳴海章）・リーチ先生（原田マハ）・恋のゴ
ンドラ（東野圭吾）・梅もどき（諸田玲子）・ただ
生きていく、それだけで素晴らしい（五木寛之）・
記憶をつなぐラブレター（城戸真亜子）・居酒屋
ぼったくり６（秋川滝美）・最悪の将軍（朝井ま
かて）・天を灼く（あさのあつこ）・新約とある魔
術の禁書目録 17（鎌池和馬）　ほか

ぐずりっこフンガくん（国松エリカ）・耳の聞こ
えないメジャーリーガーウィリアム・ホイ（ナン
シー・チャーニン）・ルッキオとフリフリおやし
きへいく（庄野ナホコ）・ほしじいたけ�ほしばあ
たけ�じめじめ谷でききいっぱつ（石川基子）・の
んちゃんと金魚（山西ゲンイチ）・にっぽんのお
かず（白央篤司）・プリンセスのキラキラまちが
いさがし・笑い猫の５分間怪談８　ほか

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 　新着図書（児童書）　新着図書（児童書）

使用人たちが見たホワイトハウス使用人たちが見たホワイトハウス

ケイト・アンダーセン・ブラウワー /著　江口泰子 /訳ケイト・アンダーセン・ブラウワー /著　江口泰子 /訳

シャルロットの憂鬱シャルロットの憂鬱

近藤　史恵 /著近藤　史恵 /著

今月のおすすめ情報 Recommended�information�of�this�month

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。また、国民年金は20歳以上60歳未満の人は加入することが義務付
けられています。20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう。
※�厚生年金保険加入者やその配偶者に扶養されている人を除きます。

加入手続き　20歳の誕生日の前月または当月上旬に日本年金機構から送付される「国民年金被
保険者資格取得届書」に必要事項を明記し、住民生活課戸籍住民係に提出してください。後日「年
金手帳」が届きます。年金手帳は保険料納付の確認や将来年金を受け取る際に必要ですので、大
切に保管してください。

月額保険料　16,260円（平成28年度）　国民年金保険料納付書が届きますので、納付書で保
険料を納めてください。保険料は金融機関のほか、コンビニエンスストアでの納付もできます。
また、口座振替やクレジット納付も可能です。
・月額400円の付加保険料を納付すると、老齢基礎年金とあわせて付加年金を受け取れます。
　付加年金の年金額は「200円×納付月数」。付加保険料を納めるには申し込みが必要です。
・保険料を早めに納めること（前納）で保険料が割引になります。また、前納制度と口座振替をセッ
トにすることで、さらに割引になります。

保険料を納めるのが困難なとき　保険料の納付が猶予または免除される制度があります。手続き
をしないと老後の年金を受け取れなくなったり、不慮の事故などにより障害が残ってしまったと
きに、障害基礎年金を受け取れなくなる場合があります。
【学生納付特例制度】学生の保険料納付が猶予されます。
・所得のめやす　本人の前年所得が以下の計算式で試算した金額の範囲内であること。
　　　　　　　　扶養親族等の人数×38万円＋118万円
・在学証明書または学生証の写しが必要です。
【納付猶予制度】50歳未満で学生以外の保険料納付が猶予されます。
※平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。
・所得のめやす　本人、配偶者の前年所得が以下の計算式で試算した金額の範囲内であること。
　　　　　　　　（扶養親族等の人数＋１）×35万円＋22万円

※�学生納付特例や納付猶予の期間は年金を受けるための期間として計算されますが、老齢基礎年
金額には反映されません。
※「学生納付特例制度」「納付猶予制度」の他に、所得に応じた免除制度があります。

問住民生活課戸籍住民係　問北見年金事務所国民年金課　☎0157‐ 25‐9635

20 歳になったら国民年金

◉絵　本　「季節を知る・遊ぶ・感じる１月のえほん /２月のえほん」（PHP研究所 /2012 年）
　　　　　季節を楽しむヒントがたくさん！大人も思わず「へぇ！」となる、わかりやすくて楽しい絵本。
◉絵　本　「中国の四季の絵本 1　元旦・小正月』（星の環会 /2013 年）
　　　　　→日本以外のお正月、どんなことをするのでしょう？絵本で楽しく、紹介します。
◉料　理　「箱詰めおもてなしレシピ』（誠文堂新光社 /2016 年）
◉着　物　「振袖大好き！ 2017-2018』（世界文化社 /2016 年）
◉その他　「TPO別きものの髪型」「改訂版かんたんこどもヘア」「飾りずしの技術」「鬼まつりの夜」
　　　　　「喜ばれるおせち料理とごちそうレシピ」「縁起物　福を招くかたち」など

お祝い事がたくさんの１月・２月におススメしたい数冊を紹介します！
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愚
か
な
過
ち

　
私
は
、
と
て
も
愚
か
な
過
ち
を
犯
し
ま
し
た
。
文

明
の
利
器
で
あ
る
自
動
車
を
凶
器
に
変
え
、
人
の
命

を
奪
っ
た
の
で
す
。

　
平
成
20
年
の
春
。
私
は
仕
事
を
終
え
た
あ
と
、
交

際
相
手
を
訪
ね
る
た
め
高
速
道
路
を
走
行
し
て
い
ま

し
た
。
道
程
の
半
ば
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
、
私
は
な

ん
と
な
く
眠
気
を
覚
え
始
め
ま
し
た
。
高
速
道
路
に

入
る
前
、
コ
ン
ビ
ニ
で
と
っ
た
夕
食
の
満
腹
感
が
引

き
起
こ
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、私
は
そ
の
ま
ま
運
転
を
続
け
ま
し
た
。「
今

ま
で
居
眠
り
運
転
を
し
た
こ
と
は
な
い
」「
ま
さ
か
居

眠
り
運
転
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
今
に
し
て
思
え
ば

何
を
根
拠
に
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
、
と
い
う

よ
う
な
根
拠
を
も
と
に
運
転
を
続
け
た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。
私
の
意
識
が

戻
っ
た
の
は
、
つ
ま
り
、
私
の
目
が
覚
め
た
の
は
、
車

を
通
じ
て
体
に
激
し
い
衝
撃
を
感
じ
た
と
き
で
し
た
。

自
分
の
目
の
前
に
は
広
が
っ
た
エ
ア
バ
ッ
グ
が
あ
り
、

車
内
に
は
白
い
煙
が
立
ち
込
め
、
車
外
に
は
、
激
し
い

火
花
が
飛
ん
で
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
眠
気
を
覚

え
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
運
転
を
続
け
た
私
は
、
居

眠
り
運
転
を
し
て
し
ま
い
、
前
方
に
走
行
し
て
い
た
車

に
高
速
度
で
追
突
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
被
害
者
の
方
は
、
追
突
の
衝
撃
に
よ
り
後
頭
部
を

強
打
し
、
脳
挫
傷
を
負
い
意
識
不
明
の
状
態
で
し
た
。

私
は
、
事
故
現
場
で
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
、
被

害
者
の
方
に
必
死
で
声
を
掛
け
続
け
、
救
急
車
の
到

着
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
救
急
車
は
15
分
ほ
ど
で
到

着
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
あ
の
救
急
車
を
待
っ

て
い
た
時
間
ほ
ど
、
時
間
が
長
く
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
被
害
者
の
方
を
救
急
車
が
搬
送
し
た
あ
と
、
私
は

そ
の
場
で
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
警
察
署
で
の

拘
留
中
に
、
被
害
者
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
私
に
と
っ
て
交
通
事
故
と
は
、
他
人
事

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
17
歳
で
原
付
免
許
を

取
得
し
、
そ
の
後
普
通
二
輪
、
普
通
免
許
と
取
得
し

た
私
は
、
お
よ
そ
９
年
間
を
無
事
故
無
違
反
で
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。「
ゴ
ー
ル
ド
免
許
を
も
っ
て
い
る

か
ら
」、「
自
分
は
安
全
運
転
が
出
来
て
い
る
」
と
い

う
考
え
、
驕
り
を
少
な
か
ら
ず
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
だ
か
ら
こ
そ
、
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
の
は
、
非
常
に
危
険
な

考
え
方
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
の
中
に
は
数
多
く

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
て
、
そ
し
て
多
く
の
ゴ
ー
ル
ド

免
許
の
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
方
々
は
、
安

全
運
転
を
行
い
、
無
事
故
無
違
反
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ゴ
ー
ル
ド
免
許
の
方
だ
か
ら
こ
そ
、
よ

り
一
層
の
注
意
が
必
要
な
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
交

通
事
故
は
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
だ
け
が
原
因

で
起
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ー
ル
ド
免

許
と
い
う
も
の
は
、
今
ま
で
の
安
全
運
転
を
証
明
し

て
く
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
安
全
運
転
を
保
証
す

る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　
な
ん
て
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
だ
と
、
書
い
て
る

私
自
身
が
痛
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
、
愚

か
な
過
ち
を
経
験
し
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
当
た
り
前

の
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

何
の
罪
も
無
い
被
害
者
の
方
の
命
を
奪
う
ま
で
、
気

付
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
自
分
が
ど
れ
だ
け
愚
か
で

あ
っ
た
の
か
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
ま
せ
ん
。

被
害
者
ご
遺
族
の
方
と
は
、示
談
が
成
立
し
ま
し
た
。

入
所
前
に
、御
仏
前
に
て
お
祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

私
が
収
監
さ
れ
て
い
る
間
は
、
両
親
が
私
の
代
わ
り

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
私
が
社
会

に
戻
っ
た
と
き
に
は
、
私
自
身
が
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
、ず
っ
と「
償

い
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
加
害
者
で
あ
る
私
は
、
何
を
も
っ
て
償
い
と
す
れ

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
示
談
が
成
立
す
れ
ば
、
ご

遺
族
の
方
か
ら
許
し
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
刑
期
を
終

え
れ
ば
そ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
全
て
を
成
し

遂
げ
た
と
し
て
も
「
否
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
全
て
を
も
っ
て
し
て
も
、
償
っ
た
と
は
言
い
切
れ

な
い
と
思
う
の
で
す
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
当
に
私
が
償
い
、
許
し
を
乞
う

べ
き
方
は
も
う
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
か
ら
で
す
。
御
遺

族
の
方
に
謝
罪
し
、
お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
私
が
本
当
に
謝
罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
に
は
、お
会
い
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
い
の
で
す
。

被
害
者
の
方
に
直
接
お
会
い
し
、
許
し
を
乞
う
こ
と
さ

え
も
で
き
な
い
以
上
、
私
の
よ
う
な
加
害
者
が
、
な
さ

ね
ば
な
ら
な
い
償
い
に
終
わ
り
は
な
い
も
の
と
思
い
ま

す
。
果
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
償
い
の
責
を
、
わ
れ
わ

れ
加
害
者
は
生
涯
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
責
を
負
い
、
私
は
何
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な

い
の
か
。
い
ま
だ
に
明
確
な
答
え
は
見
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
所
内
で
の
各
種
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

講
演
を
拝
聴
し
、
思
い
至
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
ど
う
す
れ
ば
償
え
る
の
か
考
え
続
け
、
行
動
し

続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
そ
の
責
は

負
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
そ

し
て
私
は
、
そ
の
負
い
続
け
る
責
の
一
端
と
し
て
、

自
分
の
経
験
を
周
り
の
人
に
語
り
、
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
よ
う
に
「
事
故
は
他
人
事
」
と
考
え
て
い
る

人
た
ち
に
、そ
の
考
え
の
危
険
さ
、事
犯
の
凄
惨
さ
、

事
犯
は
誰
に
で
も
起
き
う
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て

い
き
た
い
の
で
す
。
交
通
事
故
は
、
決
し
て
他
人
事

で
は
な
い
の
で
す
。
平
成
21
年
の
全
国
の
交
通
事
故

死
亡
者
数
は
、
４
９
１
４
人
で
あ
っ
た
と
市
原
刑
務

所
で
学
び
ま
し
た
。
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
こ
の
人
数
は
０
人
で
あ
っ
て
然
る
べ
き

と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
手
記
を
読
ん
で
い
る
方
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
の
近
く
に
い
る
方
た
ち
が
間
違
い
を
犯

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ
以
上
悲
し
い
被
害
を
増

や
さ
な
い
よ
う
、
ど
う
か
こ
の
「
贖
い
の
日
々
」
を

広
め
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
私
の
過
ち
を
伝
え

こ
れ
か
ら
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
。
こ
れ
が
私
に
出
来

る
償
い
の
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
死
亡
者
数
が
０
人
と
な
る
日
を
、
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。　
Ｏ
・
Ａ　
会
社
員
（
26
歳
）

　
㈶
東
京
交
通
安
全
協
会
「
贖
い
の
日
々
」
よ
り

連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
。

皆
さ
ん
は
、
そ
の
報
道
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
？

「
も
し
、
そ
の
交
通
事
故
の
加
害
者
が
自
分
だ
っ
た
ら
」。

明
日
の
こ
と
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
、
遺
族
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

広
報
「
お
う
む
」
で
は
、
実
際
に
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
た
人
の
手
記
を
紹
介
し
、

交
通
事
故
防
止
へ
の
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
ま
す
。

相続と聞くと、亡くなった方が
生前に蓄えていた財産や不動

産などを相続人間で分けるというイ
メージが強いかと思いますが、相続
人が引き継ぐのはプラスの財産だけ
ではありません。
　民法では、「相続人は、被相続人の
財産に属した一切の権利義務を承継
する」と定められています。つまり、
相続人は「義務」も受け継ぐことと
なるのです。したがって、生前負っ
ていた借金の支払義務も、その方が
亡くなることで相続人が負うことと
なり、相続人は亡くなった方に代わっ
て、借金を返していかなければなら
ないことになるのです。
　このように、借金を相続するとい
う事態を避けるために存在する制度
が「相続放棄」です。相続放棄は、
亡くなった方のプラスの財産もマイ
ナスの財産も、一切引き継がない
ようにする制度です。この制度を使
うと、たとえ亡くなった方に多額の
借金があったとしても、これを引き

継がないようにすることができます
（もっとも、プラスの財産があったと
しても、取得することはできなくな
ります）。
　さて、この「相続放棄」の制度で
すが、何点か注意していただきたい
点があります。まず、この制度を使
うためには、必ず家庭裁判所に必要
書類を提出し、制度を使いたいとい
う申し立てをしなければなりません。
お金を貸している人（債権者）に、
私は相続を放棄しますと口頭や文書
で申し出をしても、何の効力もあり
ませんので注意が必要です。また、
家庭裁判所に相続放棄を申し出る期
間も決まっています。具体的には、
自分が亡くなった方の相続人になっ
たことを知った日から３カ月以内と
いう決まりがあるのです。「３カ月以
内」というのは、亡くなった日が基
準日ではなく、あくまでも、自分が
相続人になったとわかった日が基準
日です。ですので、実際に亡くなっ
た日から既に３カ月以上経過してい

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277　　
1 月 10 日㈫・2 月 7 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議1 月 10 日㈫・2 月 7 日㈫　13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議室室

STOP！交通事故

そ
の
交
通
事
故

も
し
、
自
分
だ
っ
た
ら

たとしても、亡くなった方と縁遠く、
最近になって初めて亡くなったこと
を知ったという場合には、相続放棄
ができる可能性があります。ですの
で、死亡日から３カ月以上経過して
いる場合でも、諦めず、専門家にご
相談されることをお勧めします。
　最後に、相続放棄をしたいと思っ
た場合、亡くなった方の財産には一
切手をつけてはいけません。手をつ
けたということは、その相続人が財
産を受け継ぐという意思表示をした
ことになってしまうからです。例え
ば、亡くなった方の預貯金を少しで
も引き出してしまったような場合に
は、相続放
棄ができな
くなってし
まいますの
で注意が必
要です。

なるほど !くらしの法律相談【�第57回�】

　
　
　
　
　
　
第
９
回

田村	秀樹	弁護士
紋別ひまわり基金法律事務所

今月の担当

　年末年始、ごちそうをたくさん準備されている
のではないでしょうか。その中で、特にご注意い
ただきたいのが「お餅」です。高齢になると、口
の中が乾きやすくなり、かむ力や飲み込む力が弱
くなります。のどつまりを予防するために次のこ
とに気をつけましょう。

□ 食べる前に水分を取り、食物の通り道をうるおす
□小さく切って食べやすい大きさにする
□よくかんで、唾液とよく混ぜて飲み込む

地域包括支援センターだより 地域包括支援センター　☎ 84‐ 4495

　のどつまりした時は、前かがみになって背中を
強めにたたいてもらう、みぞおちを圧迫するなど
して異物を取り除きましょう。異物を取り除くこ
とができず息ができない場合や、意識がはっきり
しない場合には直ちに救急車を呼びましょう。高
齢者は異物を吐き出す力が弱く、肺炎になること
もあります。のどつまりした後、体調をみて異変
があるときはすぐに受診をしましょう。

良いお年をお迎えください

雄武町地域包括支援センター
（役場庁舎別館内）　☎ 84 ‐ 4495

※ 緊急時の電話相談は 24 時間受け付けして
います。
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「
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
見
た
と

き
、
仕
事
に
対
す
る
や
る

気
が
ど
ん
ど
ん
湧
い
て
き
ま
す
」。

　
28
年
４
月
か
ら
雄
武
小
学
校
に
勤

務
し
、
現
在
は
は
ま
な
す
学
級
を
担

当
し
て
い
ま
す
。「
今
は
先
輩
の
先

生
方
の
授
業
を
見
学
し
、
毎
日
、
毎

時
間
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」
と
日
々
努
力
を
重
ね
ま
す
。

　
「
南
富
良
野
に
あ
る
全
校
児
童
が

数
名
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
担
任
の
先
生
が
と
て
も

き
め
細
か
に
、
わ
か
り
や
す
い
授
業

を
し
て
く
れ
て
、
ま
た
運
動
も
で
き

る
す
ご
い
先
生
で
し
た
」。
そ
の
教

諭
へ
の
尊
敬
と
あ
こ
が
れ
か
ら
、
小

学
校
教
諭
へ
の
道
を
目
指
す
よ
う
に

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
旭
川
の
高
校
を
卒
業
後
、
山
梨
県

の
都
留
文
科
大
学
に
進
学
。
教
育
学

科
で
学
ぶ
傍
ら
、
同
大
合
唱
団
に
所

属
し
、
４
年
生
の
時
に
は
全
日
本
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
金
賞
を

受
賞
し
た
経
験
を
持
ち
ま
す
。「
歌

う
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
今
後
、
担

任
を
任
さ
れ
た
と
き
は
学
芸
会
で
合

唱
に
力
を
入
れ
て
み
た
い
で
す
ね
」

と
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

　
「
今
は
、
毎
日
子
供
た
ち
の
た
め

に
計
画
を
立
て
、
一
緒
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
か
ら
笑
顔
を

も
ら
っ
た
と
き
は
、
す
ご
く
励
み
に

な
り
ま
す
し
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
が
少
し
で
も
学
び
や

す
く
、
健
や
か
に
過
ご
せ
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

Fresh Talk
フレッシュトーク

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

雄武小学校勤務

藤
ふ じ わ ら

原　龍
り ゅ う だ い

大 さん
（潮見町）

Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

Art Museum
小さな美術館　～共栄小学校～

こんのう
 うた ちゃん

なおい
 りっか ちゃん

かたがわ
 とうま くん

ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル

ほんごう
 あんな ちゃん

ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル

ジ
ュ
ウ
オ
ウ
ジ
ャ
ー
の
ザ
・
ワ
ー
ル
ド

プ
リ
キ
ュ
ア
５
の
キ
ュ
ア
ア
ク
ア

平野	来弥	さん 門傳	蒼人	くん 門傳	悠人	くん石村	芽依	さん 石井	尚樹	くん

※学年はすべて 3年生
※題名はすべて「モチモチの木」

　

日
本
は
や
は
り
南
北
に
長
い
島
国
な

の
だ
と
再
確
認
し
た
旅
で
し
た
。
11
月

19
・
20
日
に
佐
賀
県
武
雄
市
で
行
わ
れ
た

物
産
ま
つ
り
に
お
手
伝
い
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
早
朝
5
時
に
雄
武
を
出
発
し

て
羽
田
を
経
由
し
、
武
雄
に
着
い
た
の

が
夕
方
の
4
時
で
し
た
。
な
ん
と
オ
ホ
ー

ツ
ク
か
ら
11
時
間
も
か
か
る
ん
で
す
。

11
時
間
と
い
う
こ
と
は
例
え
ば
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
や
ア
メ

リ
カ
の
シ
カ
ゴ
ま
で
行
け
る
時
間
で
す
。

「
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
」
ー
海
援

隊
の
歌
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
明
け
方
は
眠
り
を
邪
魔
さ
れ

る
く
ら
い
の
雷
雨
で
し
た
。
こ
れ
は
中

止
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
個
人
的
に
は
「
類
い
ま
れ

な
る
晴
れ
男
」
を
自
認
し
て
お
り
、
会

場
で
テ
キ
パ
キ
働
く
市
役
所
女
性
職
員

の
方
も
「
あ
た
し
、
晴
れ
女
で
す
か
ら

～
」
と
叫
ん
で
い
た
の
を
聞
い
て
、
妙

に
納
得
し
て
物
販
販
売
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、
小
雨
が
ぱ
ら

つ
き
ま
し
た
が
、
両
日
と
も
に
天
気
に

恵
ま
れ
、
最
終
日
は
青
空
ま
で
広
が
る

物
産
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
丸
２
日
間
、
雄
武
か
ら
参
加
し
た
４

人
は
朝
か
ら
晩
ま
で
立
ち
っ
ぱ
な
し
で

雄
武
の
海
産
物
を
販
売
し
ま
し
た
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
海
産
物
を
販
売
し
て
い
て

痛
感
し
た
の
が
、
そ
の
食
文
化
の
違
い

で
す
。
短
い
滞
在
で
し
た
が
、
佐
賀
の

発
酵
食
品
は
基
本
的
に
甘
口
。
し
ょ
う

ゆ
も
み
そ
も
や
は
り
甘
め
の
も
の
で
し

た
。
お
口
に
合
う
か
ど
う
か
心
配
で
し

みんなのひろば

地域おこし協力隊が行く！

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～

た
が
、
長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ

た
２
つ
の
町
の
関
係
は
物
販
販
売
に

も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
だ

な
ぁ
、
あ
り
が
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
結
果
、
ほ
ぼ
完
売
！
お
買
い

上
げ
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

毎
年
2
月
に
は
武
雄
の
小
学
生
が

雄
武
に
遊
び
に
来
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
お
話

し
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ま

も
大
勢
い
ら
し
て
、「
今

で
も
当
時
の
友
達
と
つ
き
あ
っ
と

る
け
ん
ね
～
」
と
い
う
声
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い

お
言
葉
で
す
。
個
人
的
に
は
武
雄
温

泉
の
熱
い
湯
、
ぬ
る
め
の
湯
で
早
朝

出
会
っ
た
ご
老
人
た
ち
が
印
象
深

く
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も

こ
の
熱
め
の
湯
は
46
度
も
あ
り
ま

し
た
。
じ
い
や
ん
た
ち
に
付
き
合
い

入
り
ま
し
た
が
、
3
分
が
限
界
。
私

に
は
日
の
出
岬
温
泉
の
お
湯
の
ほ

う
が
性
に
合
っ
て
い
ま
す
。
苦
労
も

あ
り
ま
し
た
が
、
よ
い
経
験
と
な
っ

た
武
雄
物
産
ま
つ
り
で
し
た
。

地域おこし協力隊

　　　佐
さ と う

藤 　寧
やすし観光推進

支援員
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1 月 4日水 雄武消防団出初式（消防庁舎前）　10：00～

6日金 雄武町新年交礼会（ホテル日の出岬）

7日土 ☆一輪車教室　10：00～

8日日 ♣雄武町成人式　14：00～

11日水 ☆サッカー教室　14：00～

12日木 ♡読み聞かせフムフムの会　11：00～

☆けん玉検定　14：00～

14日土 ☆卓球教室　14：00～

16日月 ♡仲良し親子教室　10：00～

♣運動能力アップ教室　16：00～

18日水 ♡仲良し親子教室　10：00～

19日木 ◉乳幼児健診　12：30～

20日金 ♡仲良し親子教室（助産師講話）　10：00～

23日月 ♡仲良し親子教室　10：00～

♣運動能力アップ教室　16：00～

24日火 ♡乳児健康相談　9：00～

25日水 ☆仲良し親子教室　10：00～

26日木 ☆けん玉検定　16：00～

27日金 ♡仲良し親子教室　10：30～

28日土 特定健診等健康診査・がん検診（国保病院）7：00

29日日 特定健診等健康診査・がん検診（国保病院）7：00

☆こども冬まつり　10：00～

30日月 ♡仲良し親子教室　10：00～

開
催
場
所　

◉
役
場
　
♣
町
民
セ
ン
タ
ー　

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー
　
♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（ 服 部 医 師 ）

毎週月～水曜日の診療となりますが、9 日㈪は
祝日のため休診となります。

内　　　　科
（ 高 井 医 師 ） 毎週木～金曜日の診療となります。

外科・整形外科
（ 桂 巻 院 長 ）

6 日㈮ 15 時～、20 日㈮午後は不在となります。
※毎日 10 時 30 分～ 11 時 30 分までは病棟回診時間のため、受
付時間は午前が 10 時 30 分まで、午後は正午からとなります。

小 児 科
毎週月曜日が 1 日診療、金曜日が午後のみ診
療となりますが、9 日㈪は祝日のため 10 日㈫
が 1 日診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後のみ診療となります。

　イベントカレンダー

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　南　奏

そ う た
多（竜也・奈美／男／末広町 1 区）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　   吉田ケサヱ  107 歳（新日の出町）
　畑野　俊子　 73 歳（新沢木）

　※ 出生は、出生日を含めて 14 日以内、死亡は、死亡を
　　知った日から 7 日以内に届け出をしてください。

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

　☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

 1 月 26 日㈭　雄武町民センター
 優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
 違反運転者講習　13：20 ～ 15：20

　☞ 人口と世帯数（12 月 20 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（12 月 1 日～ 12 月 20 日届け出分）※敬称略

　☞ 寄付（11 月 26 日～ 12 月 18 日受付分）　※敬称略

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
　中田　龍雄（枝幸町）
　吉田　豊子（新日の出町）

◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）
　北海道コカコーラボトリング㈱北見販売課（北見市）

1 月 24 日㈫ 　10：00 ～ 16：00  
　遠軽町保健福祉総合センター

　☞ 役所への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

行政相談所　1 月 10 日㈫　13：30 ～ 15：30
役場町民ホール　行政相談委員　近江谷　春夫

人　口 4,544 人（日本人 4,390 人、外国人 154 人）
（前月比 34 人減 / 前年比 77 人減）

　男 2,148 人（日本人 2,105 人、外国人　43 人）
（前月比 11 人減 / 前年比 44 人減）

　女 2,396 人（日本人 2,285 人、外国人　111 人）
（前月比 23 人減 / 前年比 33 人減）

世帯数 2,221 戸（日本人 2,082 戸、外国人 139 戸）
（前月比 27 戸減 / 前年比 6 戸増）

◎診療時間　8：30�～�12：00（受付 11：30�まで）�13：30�～�17：15（受付 16：15�まで）

15日日 冬季休業終了

16日月 全校集会、大掃除

26日木 学年末考査（3年）～31日㈫

第 238 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉キャリア教育の実践
　本校では、進路実現に向けてシ
ラバス（進路を実現する道筋）を
策定し、各学年の発達段階に応じ
て進路意識を高め、個々の進路選
択につなげています。
　最近の取り組みは、10月 18
日㈫1学年による大学・専門学校
見学会（北見工業大学・栗原学園・
北見高等技術専門学院）、11月7
日㈪1･2学年による体験型進路説
明会（町民センター）、11月8日
㈫1･2学年進学相談会（紋別市ス
ポーツセンター）に参加しました。
　生徒からは「専門学校と大学の
説明を参考に今後進路を決定して
いきたい」と話していました。

❖編集後記

Editor's	note

◉講師によるステップアップ講習会終了
　11月9日㈬、第５回ステップアップ講習会を行いました。
４回にわたり講師を招き、コミュニケーション力の向上を
目的として学年別にセルフエスティームの向上と、仲間を
サポートできる環境づくりのため、「対話とリフレーミング」
についてマイナス思考を矯正する方法として今までと違っ
た視点や考え方や、相補的交流・交差的交流・裏面的交流
の3つの交流パターンを学び、「交流パターン分析」を行
いました。３年生は、「３年間学んだピア・サポートでグルー
プワークがやりやすくなり、会話するときに大切なことや
相手の気持ちを理解する上で重要なこともわかった。表情
で本心から話している
のかわかることを知り、
話すときも話しかけら
れたときも表情に注目
してみようと思った」
と話していました。

OUMU High	School
1
月
の
行
事
予
定

▼新年あけましておめでとうございま
す。今年の干支は酉（とり）です。「とり」
は「とりこむ」と言われ、商売などでは
縁起の良い干支だそうです。広報「おう
む」も皆さんの「とりこ」になれるよう、
紙面の充実に努めますので、今年も引き
続きよろしくお願いいたします。（櫨山）
▼広報担当になり、はや１年が経過し
ようとしています。この仕事を始めて分
かったことは、広報という仕事は町民の
方の協力無くしては成り立たないという
ことです。2017年もいろいろな場所に
お邪魔し、いろいろな方にご協力をお願
いすることになると思いますが、新年も
よろしくお願いいたします。（結城）

375 便　羽田発　11：20　→　紋別着　13：05
376 便　紋別発　13：45　→　羽田着　15：40

オホーツク紋別空港ダイヤ

お得な料金プラン

旅割
空席予約数と予
約日により運賃
が変わります。

ｽﾏｰﾄｼﾆｱ空割 19,290 円～
ｽﾏｰﾄ U25 19,290 円～

※ 羽田空港施設利用料金 290 円が別
途加算されます。

無料空港送迎バス時刻表
1/1 ～ 20 1/21 ～

紋別バスターミナル発 12：50 12：40
紋別空港着 13：07 13：04
紋別空港発 13：15 13：25
紋別バスターミナル着 13：32 13：49

　☞ 今月の町税の納期　　問税財管理課収納係

国民健康保険税（第7期分）
口座振替日：1 月 30 日㈪
※町税は納期内にきちんと納めましょう
※ 納期内に納税できない事情のある人は、事前に収

納係にご相談ください。
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　―�すこやかに、なごやかに、まめやか
に�―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄	武	町	民	憲	章	（	町民の誓い	）

発
行
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道
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町
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／
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ー
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http://w
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w
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n.oum
u.hokkaido.jp

／
印
刷
　
雄
武
印
刷
㈱

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　�昭和 46年 3月 19日制定

お
母
さ
ん
が
介
護
老
人
保
健
施
設
で
働
い
て
い
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
た
り
着
替
え
を
手
伝
っ
た
り
、
身
の
回
り
の
お
世
話
を
す
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
家
で
お
母
さ
ん
か
ら
仕
事
の
話
を
聞
い
た
り
、
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

小
学
４
年
生
の
時
に
介
護
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
を
見
に
行
っ
た
り
、
学
校
の
勉
強
を
し
っ
か
り
頑
張
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
将
来
は
、
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
で
き
る
介
護
士
に
な
り
た
い
で
す
。

松
原　
弥
斗 

く
ん
（
ま
つ
ば
ら　
や
ま
と
・
本
町
・
雄
武
小
６
年
）

お
母
さ
ん
の
よ
う
な
介
護
士
に
な
り
た
い


